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　　年度活動報告

吉　澤　　　篤

（１）新規導入装置

（２）更新装置
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（３）弘前大学創立60周年記念会館コラボ弘大２階フロアーへの導入・移設装置

（４）機器の外部開放

（５）啓蒙活動
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　　新規導入機器の紹介

オージェ電子分光装置

遠　田　義　晴

１．走査型オージェ電子分光装置の原理

図１．走査型オージェ電子分光装置
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２．装置の構成

３．アナライザーの特長

図２．装置の構成図
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４．微小領域オージェ電子分光

図３．PentiumプロセッサのSEM像（上）とその微小領域オージェ電子分光スペクトル（下）。
　　　オージェスペクトルの測定位置はSEM像中にある数字位置（+1～ +5）に対応している。
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５．オージェマッピング

６．デプスプロファイル

図４． 導電性エポキシ系接着剤のSEM像（上段），
Agのオージェマッピング（中段），および
Cのオージェマッピング（下段）。
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　　講習会・講演会

○微細加工・計測研究会　技術セミナー
　　「走査型プローブ顕微鏡によるナノ計測技術の基礎と実際」

講演する広瀬　龍介氏
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　　機器使用実績

№ 機　　器　　名 規　　　格 設置年度

学内使用実績
（21年度）

機器管理責任者
使用回数
（回）

使用時間数
（時間）

1 透過型電子顕微鏡 日本電子　JEM-2000EX 昭和61年度 19 17 農学生命科学部藤田　　隆

2 Ｘ線回折蛍光Ｘ線分析装置 マックサイエンス社
　X線発生部システム　外 平成５年度 480 1,500 理工学研究科宮永　崇史

3 透過型電子顕微鏡・画像記録システム 日本電子　JEM-1210 平成５年度 80 139 農学生命科学部藤田　　隆

4 走査型電子顕微鏡　 日本電子　JSM-5300 平成５年度 0 0 農学生命科学部藤田　　隆

5 ＤＮＡ塩基配列決定装置 パーキンエルマー社
　ABI　PRISM310-2　外 平成８年度 67 335 医学研究科土田　成紀

6 アミノ酸配列決定装置 パーキンエルマー社　492　外 平成８年度 18 324 医学研究科土田　成紀

7 超高感度放射線・化学発光画像解析装置 バイオ･ラッドラボラトリーズ社
　GS-525Mac-THKⅡシステム 平成８年度 19 57 医学研究科土田　成紀

8 外部環境連動型遺伝子産物検出装置 タバイエスペック
　TE-G4-LS　外 平成10年度 365 8,760 農学生命科学部石川　隆二

9 円二色性分散計（CD） 日本分光　J-725 平成10年度 18 26 農学生命科学部橋本　　勝

10 Ge検出器・波高分析器 キャンベラ社　Inspector-2000 平成11年度 40 2,880 理工学研究科鶴見　　實

11 ガスクロマトグラフ質量分析計 島津製作所　GCMS-QP2010 平成15年度 8 40 農学生命科学部殿内　暁夫

12 電界放出型走査電子顕微鏡システム 日本電子　JSM-7000F 平成17年度 166 541 農学生命科学部藤田　　隆

13 フーリエ変換高分解能核磁気共鳴装置 日本電子　JNM-ECA500 平成18年度 3,873 2,490 理工学研究科伊東　俊司

14 多目的解析対応型質量分析システム 日立　NanoFrontier　LD 平成19年度 70 1,281 農学生命科学部宮入　一夫

15 共焦点レーザースキャン顕微鏡システム オリンパス　FV1000IX81S-HU 平成20年度 277 864 農学生命科学部菊池　英明

16 フーリエ変換赤外分光光度計 日本分光　　FT/IR-6100 平成21年度 174 119 理工学研究科喜多　昭一

17 走査型プローブ顕微鏡 エスアイアイ・ナノテクノロジー
　NanoNavi2/E-Sweep 平成21年度 ※１ 理工学研究科

中澤日出樹

18

エレクトロンプローブマイクロアナライザー
　[更新前] 日本電子　JXA-8800RL　外 平成10年度 292 1,283 

理工学研究科
柴　　正敏エレクトロンプローブマイクロアナライザー

　[更新後] 日本電子　JXA-8230 平成21年度 ※１

19 オージェ電子分光装置 日本電子　JAMP-9500F 平成21年度 ※１ 理工学研究科
遠田　義晴

20

フーリエ変換レーザーラマン・分光光度計システム
　[更新前]

バイオ･ラッドラボラトリーズ社
　FTS-60A/896型　外 平成４年度 72 87 

理工学研究科
喜多　昭一赤外・ラマン分光装置

　[更新後] バリアン 670/610-IR 平成21年度 ※１

21

電子スピン共鳴装置
　[更新前] 日本電子　JES-RE型 昭和62年度 41 167 

理工学研究科
宮本　　量電子スピン共鳴装置

　[更新後] ブルカー EMXPlus10/12 平成21年度 ※１

22

高磁場・高分解能核磁気共鳴装置
　[更新前] 日本電子　JNM-A400 平成５年度

2,531 1,603 農学生命科学部橋本　　勝高磁場・高分解能核磁気共鳴装置
　[更新後] 日本電子 JNM-ECX500 平成21年度

23 マスイメージング装置 ブルカー autofl ex Ⅲ 平成21年度 ※１ 農学生命科学部
宮入　一夫

24 高精度３次元測定レーザ顕微鏡 オリンパス LEXT OLS4000 平成21年度 ※１ 理工学研究科
笹川　和彦

25

液体窒素製造装置
　[更新前] イワタニ瓦斯 NL-300 外 平成14年度 ※２

4,663kg 農学生命科学部
橋本　　勝液体窒素供給システム

　[更新後] － 平成21年度 ※１
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　　機器使用に係る業績

１．電子顕微鏡（透過型電子顕微鏡，透過型電子顕微鏡・画像記録システム，走査型電子顕微
鏡，電界放出型走査電子顕微鏡システム）
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２．フーリエ変換レーザーラマン・分光光度計システム
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13

３．Ｘ線回折蛍光Ｘ線分析装置

50

４．核磁気共鳴装置（高磁場・高分解能核磁気共鳴装置，フーリエ変換高分解能核磁気共鳴装置）
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15



16

５．ＤＮＡ塩基配列決定装置
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６．アミノ酸配列決定装置

７．超高感度放射線・化学発光画像解析装置

８．エレクトロンプローブマイクロアナライザー
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９．外部環境連動型遺伝子産物検出装置
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10．Ge検出器・波高分析器

15 59-70

15

11．円二色性分散計（ＣＤ）

19

19

65

345

20

12．ガスクロマトグラフ質量分析計

19

19

65

345

20
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13．多目的解析対応型質量分析システム

19

19

65

345

20

74

74

57

179

478

258
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1789

74

1793

145

53

25

35

35

14．共焦点レーザースキャン顕微鏡システム
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弘前大学機器分析センター運営委員会委員名簿
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弘前大学機器分析センター機器使用内規
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機器の使用について（外部利用）

　　　○申込先・手続き等問合せ先
弘前大学学術情報部共同教育研究課

（別紙１）
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（別表１）

機器分析センター機器使用料金表
機器№ 機　　器　　名 使　用　料　金
1 透過型電子顕微鏡

月20時間使用で５万円～８万円
程です。 使用機器・測定方法等
によって，消耗品代等が違うた
め，申し込み前に機器管理責任
者と十分相談してください。

2 X線回折蛍光X線分析装置
3 透過型電子顕微鏡・画像記録システム
4 走査型電子顕微鏡
5 DNA塩基配列決定装置
6 アミノ酸配列決定装置
7 超高感度放射線・化学発光画像解析装置
8 外部環境連動型遺伝子産物検出装置
9 円二色性分散計（ＣＤ）
10 Ｇｅ検出器・波高分析器
11 ガスクロマトグラフ質量分析計
12 電界放出型走査電子顕微鏡システム
13 フーリエ変換高分解能核磁気共鳴装置
14 多目的解析対応型質量分析システム
15 共焦点レーザースキャン顕微鏡システム
16 フーリエ変換赤外分光光度計
17 走査型プローブ顕微鏡
18 エレクトロンプローブマイクロアナライザー
19 オージェ電子分光装置
20 赤外・ラマン分光装置
21 電子スピン共鳴装置
22 高磁場・高分解能核磁気共鳴装置
23 マスイメージング装置
24 高精度３次元測定レーザ顕微鏡

（別紙様式１）

　受付番号　　　　号
（受付番号は記入しないでください）

機 器 使 用 申 込 書

 平成　　年　　月　　日　　
　　　 弘前大学機器分析センター長　殿

〒
住　　　所
企　業　名 社印
代表者氏名
電　　　話
Ｆ　Ａ　Ｘ
E - M A I L
使用者氏名
　

　下記により使用したいので許可くださるようお願いいたします。

記
機　 器 　名

※以前同じ機器で申込された事がある場合，右にチェックしてください。　□

使 用 期 間 平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

使 用 目 的
※簡潔に記入
してください

備 考

※複数機器の使用を申し込む際は，１機器毎に１枚記入してください。
※申込書の提出は使用開始の１ヶ月前までにお願いします。
※申込書提出時には，誓約書も必ず提出してください。
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（別紙様式２）

　　通知番号　　　号

機 器 使 用 通 知 書
 平成　　年　　月　　日　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿
弘前大学機器分析センター長　　

　　　　　　　　　
　平成　　年　　月　　日付けで使用申込のありましたことについて，下記のとおり通知します。

記
１．使用の可否（　許可　・　不許可　）

２．不許可の場合の理由

３．許可の場合は，以下のとおりです。

使 用 機 器 名

機器管理責任者氏名

使 用 期 間 平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

使 用 料 金 　　　　　　　　　　　　　円（消費税込み）
請求書に基づき，使用料金をお支払いください。

備 考

※使用当日はこの通知書を必ず持参してください。
※使用当日の集合場所は機器管理責任者と相談のうえ決めてください。

申込書提出時には，この誓約書も必ず提出してください。

誓　　約　　書
 平成　　年　　月　　日

　　弘前大学機器分析センター長　殿

住　　　所
企　業　名 社印
代表者氏名
使用者氏名

    　  

　この度，貴センターの機器を使用するにあたり，機器使用内規，特に下記の事項について遵守す
ることを固く誓います。

記

　　１．機器使用内規第10条第３項において，データを公表しようとする際は，いかなる場合において
もセンター名及び弘前大学名は使用しないこと。

以上　　　　
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